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防災の日研修会

自動の重要性について

西守小路防災8BI(防 災士) 増 田曽久

発災時 『自動J

重要な理由

防災行動と

避難行動の限界

が

研修内容
もくじ

はじめに く確認事項)

発災時 「自助」が重要な理由

【注目視点】①社会環境
②人の行動心理

防災リーダとの役割

自主防災隊との関わり

はじめに
各自では隠してください :

1.次 の3つの災書について、佐貿市本庄地区で想定される災書対策のうち

優先順位が高いものから並べてください。
また、その理由も述べてください。        ・

①水曽 (洪水)  ② 雌震   ③ 火事

2.J 学ヽ1年生の子供に r災曽Jの 意味を理解させることができますか?

(理解 =教 えられた子供がキチンと理由も含め答えられること)

3.現 在お住まいのところの環境を把握していますか?

(立地 ・住宅環境 ・自然環境も含めて)

4.『 防災」を簡単な文書で表現してください。



発災時 『自助」が重要な理由
防災行動と避雄行動の限界

1,リスク (損失要因)管 理と危機 (命の危険)管 理は別物

2.災 書対策基本法の意味

3.災 害発生と時間軸による対応

発災時 『自助』が重要な理由
防災行動と避難行動の限界 (あいまいな日本語)

1.リ スク (損失要因)管 理と危機 (命の危働 管理は 別物 →卜 混同してませんか?

平和な日常 (平時)か ら被災後までの住民の行動 〔生活〕′ヽターン (主な例)

守える・事付する

― ― 一 一 一 一 一
一

日常生活

毎lF・妃風河

元の生活 ?

発災時 『自動」が重要な理由
「防災」という言葉の整理

1.リ スク (損失要因)管 理と危機 (命の危険)管 理

平時からの億えが大切だというな昧がここに有る !

帥ン
イ磐付

→

但旧・復員畑

元の生活 ?

発災時 『自助Jが 重要な理由
公助の限界 (国の危機管理)

2.災 書対策基本法の承昧

第1師 条 『住民等の貫務』

G53項)

1 食 品、飲料水、その他の生活必需品の備蓄、

その他の災書に備える手段を謡ずる

2 防 災刊H線その他の自発的な防災活動への参加、

過去の災書から得られた教団‖の伝承、その他の

取組みにより防災に寄与するよう務める



発災時 r自助Jが 重要な理由
公助の限界 (国の危機管理)

2.災書対策基本法の減昧

自分で助かるうとしないと、

行政は 『すぐには」助けてくれない !
(実際には助けきれない !1)

寺
生きている時に

救援されるか判らない !!

〔

”
品

1.リ スク (損失要因)管 理と危機 (命の危険)管 理は測物 → 混同してませんか?

発災時 『自助Jが 重要な理由

平時からの備えが大切だという慮味がここに有る !

↓
守える。お常する

日常生活

くおさらい>

→磨褻覇

艦 ン 辞
ド  領 旧・―

‐■ L→ 元の生活 ?
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発災時 「自助Jが 重要な理由
防災行動と避難行動の限界

3.災害発生と時間軸による対応

時開 目
四
闘
団

rttBBHロ ー →  自 分の安全確保 価 急避難)

「
井に1助 J ―  避 難所などで一時的に共同生活をする

など

『公助』― 曜縮鴨既続 す。

発災時 「自助」が重要な理由
防災行動と避難行動の限界

3.災書発生と時間軸による対応

「自助』→ r共助J → 「公助」が意味するところ

サ
一つとして同じ い

・専門で救駒 ・救援に向かうべき人自身が被災している可能性
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発災時 「自助」が重要な理由
防災行動と避難行動の限界

3.災書発生と時間軸による対応

生き残るために一番必要なこと

r気付き (想像じ〕ゴ
「考え (判断し)J
「行動 〔実行)す る」

【注目視点】

①社会環境

②人の行動心理

発災時 『自動Jが 重要な理由
防災行動と避難行動の限界

では、具体的な行動を考えてみましょう !

r気付き (想像し)J ― →卜情報を集めて考える

「考え (判断し)J  →  どういう状況か判断する

「行動 〔実行)す る」 ―→卜判断を元に行動する

①社会環境
住民の生活環境 (パターン)の 変化

1日公的機関 (日・地方自治体)が 推奨する防災の仕組みは通用するのか?

2.地域コミュニティ (集田)と パーソナル (個人的)コ ミュエティ

3.住人の活動範囲の拡大

1413
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①社会環境
住民の生活環境 (パターン)の 変化

1,公的機関 (日・地方自治体)が 推奨する防災の仕組みは通用するのか?

災書に対する関連法案を踏まえても、公的機関が災書へ対応するには限界がある

→ 国はある程度の犠牲は折込済み→ 住民の協力でカパ
ーしたい

「自助」や 『地域防災組織」の活動推進が目に見える形で進んでいるとの実感は無い

災書対応に対し法的な強制介入と個人の行動とでは、個人の同意が無い限り強制介入は

行えない。
一方、個人が救済を望んでも、法的に明示されていない又は予算的な問題等の政治的

判断がなけれ,よ 早急な公助は実現されない。

ア .

イ

　

ウ

①社会環境
住民の生活環境 (パターン)の 変化

1.公的機関 (田・地方自治体)が 推奨する防災の仕組みは通用するのか?

被災者全てが満足

如
サ
旧・復興は望めない

司野酸瑳華封革:
繍 怠

,
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①社会環境
住民の生活環境 (パターン)の 変化

2.地域コミュニティ (集団)と ′ヽ―ソナル (個人的)コ ミュニティ

一言で言うのは難しいが、社会生活の構造変化に伴い、地域活動と個人活動の

パランスが非常に難しい。

何を優先させるかは個人の判断に委ねられ、強制できるものではない。

防災に関しても根本は同じであり、1.の項で挙げた問題点も相まって、 「防災

意識の啓豪」のための各種訓練や催しに多くの住民を集めるのは至難である。

①社会環境
住民の生活環境 (パターン)の 変化

3.住 人の活動範囲の拡大

2.の項目にも関連するが、移動方法の多様化により確実に人の移動範囲が

広がっている。

このことは、防災を考える意味では非常に重要な事である。

災害の基礎を理解されている方は容易に想像できるはずだが、

置かれている状況で 「自動方法は変わってくる」からである。

住居地にいる場合はある程度の自助方法予測はつきやすいが、

どうなるであるうか?

被災時自分が

外出先では
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②人の行動心理
防災にみる情報社会の弊書

1.報通機関、SNS、 人づてのほ・・・

2.情報の選択の難しさ

3.正常性パイアス (思い込みや信じ込む事) の危険性
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②人の行動心理
防災にみる情報社会の弊書

1.報通機関、SNS、 人づての活・・・

災書発生 (または予測)時 の情報収熱は最優先事項である。

近年、乱立とも言えるような情報網の数の多どと情報aに は注意力せ必要である。

今年発生した能登半島地震関連だけのデマでも、 「災書規模や被害関連」 「犯罪行為関連」
「ニセの救助要摘」 「寄付関連」等があり、岸田文雄首相自ら注意喚虚を行っている。

災書時の情報入手の取結選択は、はかに難しいが r災書対策轟本法に明示されている団体 (例:

NHK、 日本赤ヤ字社、ガス、輸送、通信その他の公益事業を行う法人で内閣縛理大臣が指定する

もの)は 信用に値すると思われる。

SNSや 人づての情報は、いくら信用していても自分で確証 (裏付け)カモ取れなければ、選択肢から

外すべきである。また、複数の同じ情報がSNSや 人づてなどで伝わっても信用してはいけない。
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②人の行動心理
防災にみる情報社会の弊書

2.情報の選択の難しき

先程の1.でも示したが、温強により正確な情報を組むのは難しい。

過去の災書の経験が通用 しないようになった現在は特に難 しくなっている。

特に今回は 「自助」をテーマにしているので、個人で自助の判断材料になりそうな情報源の例を

挙げておく。 (平時の情報収集)

電源確保が必要

(平時の準備か重要)

平時の準備とは ?

拍樽卒鵬 話ど搭覇i
(自分で工夫するしかない)

・天気情報 (気象予報士が直善白イ辞t′ているせ)の)
・気象庁のホームベージ
・佐賀市のスーパーアプリ
,LINE(家 族や職場で仁岸ヤさける人小■い人づてでない情報)
・避難所では違鵬所で出した公式情報
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②人の行動心理
防災にみる情報社会の弊書

3.正 常性パイアス (思い込みや侶じ込む事)の 危険性

災害時の逃げ遅れや死亡された事例をみると、最悪の事態を防げた可能性が

高い事例も多い。

その原因の1つに 「思い込みや信じ込み (正常性ブヽイアス)」 がある。

簡単な事例を上げると、冠水時にアンダーパスで車が動けなくなり水没した

例、被災者のインタビューで 「今までに無かった」と表現される場合に多く

当てはまる。

日常での災警対策の不足や災書に対する過小評価、自己判断無しで 『皆がそ

うするから・・・」的な行動は r自動Jと は雷えない。
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②人の行動心理
防災にみる情報社会の弊書

3.正常性パイアス (思い込みや信じ込む事)の 危険性

日常での災書対策の不足や災番に対する過小評価、自己判断無じで 『皆が

そうするから・・・」的な行動は '自動Jと は言えない。

避難の判断をする時、自分の命を他人に任せられますか?

(助置を求めるのは有効。ただし、判断は自分で ,1)
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②人の行動心理
防災にみる情報社会の弊書

3.正常性パイアス (思い込みや信じ込む事)の 危険性

↓
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防災リーダ上の役害J

知識と人脈を駆使した防災

27

防災リーダーの役割
知繊と人脈を駆使した防災

1.防災リーターは理人君主ではない

2.防災リーターは 『役割Jで あるので、できる限り最書を尽くす

3.避離場所や避難所では組撤体系に沿った活動を行う
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防災リーダ上の役割
知出と人脈を駆使した防災

1.防災リーターは理人君主ではない

防災リーダーや防災士はどんな人?

ア.防災に関して第三者が掘めた防災研修を受けた人

イ.地域コミュエティから推痛を受けた人

ウ.何かの専門分野を職業としている人や職業経験がある人台(専門分野のリーダー)
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防災リーダこの役割
知戯と人脈を駆使した防災

2.防災リーターは r役割Jで あるので、できる限り最善を尽くす

使えるモノ (資源)を フル活用して防災に最善を尽くす !

(他の人の知識、技術、活用できそうな物、その他 ・・・)
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防災リーダとの役割
知置と人脈を駆使した肪災

3.避 難場所や避鵬所では組織体系に沿った活動を行う

組機体系と情報・指示系前の流れ て協議会組織図参照)

本部長

協議会役員

針 ゝ
協静会委員 地域住民

生存管理

衛生管理

防犯管理

食品管理

その他生活にかかる全般

31

自主防災隊との

関わり

地域住民との

コミュニケーションから

全ては始まる
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くまとめ>

自主防災隊との関わり
地域住民とのコミュニケーションから金ては始まる

1.個人が尊Eさ れる社会

2.目の前の命の危機を無視できるか?

3.人 は出来る事と出来ない事がある

4.自動努力の■要性が日常のほ題になったら良いのに!

5.仲間が出来たら勘き出そう!
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くおしらせ>

西寺小路の防災活動

として、動画ベージを

立ち上げました !

『西寺小路防災』で検索 !

く現在のコンテンツ>

阪神淡路大震災の被災経験談

防災の基礎

災書の基礎

避離の基礎

今後も少しずつ充実予定!
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お疲れ様でした !

これより

確認事項の回答例です

ありがとう

いぬぼう
INUBOU

銚子電鉄 州 ll駅にて
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回答例
1.次の3つの災書について、佐賀市本庄地区で想定される災害対策のうち

優先順位が高いものから並べてください。

また、その理由も述べてください。

①水書 (洪水)  ② 地震   ③ 火事

地震 = 発 災予測不能で被災程度の予測も不可能

洪水 = 天 気予報等で予測可能で被災回避準備が可能

火事 = 予 演」不可能ではあるが、予防は可能

ただし、放火等の犯罪を考慮すると火災保険損害保険等に

加入しておけば安心

②
　
①
　
③

幡
‐
‐
‐
‐
▼
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回答例
2,J 学ヽ1年生の子供に r災害」の意味を理解させることができますか?

(理解 =教 えられた子供がキチンと理由も含め答えられること)

地震 ・洪水 ・火事 。事故などで、子供自身や家族や友人が怪我をしたり、

会えなくなったら、どう思うかを考えさせましょう。

【溝恵】

決して柿がらせないでください ! 知 機が多くなれば自信が付くはずです !

J 学ヽ生になると、登下校や一人で遊びに行くようになります。
中人の時や家族と離れている時に被災 (特に地震)す る場合も十分に

考えられます。

日頃から、災書の事について話し合っておきましょう。
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回答例
3.現 在お住まいのところの環境を把握していますか?

(立地 ・住宅環境 ・自然環境も含めて)

災害時の被災予測と避難経路の把握を目的とした質問です。

居住室内の間取り、就壌場所、玄関以外の脱出経路、住宅周辺の危険筒所、
一時避難場所までの経路、複数の避難経路、住宅建築前の地層 等

参考として次ページに1961年～1969年 の間に撮影された

本庄周辺の航空写真を掲載しておきます。

38

1961年 ～1969年 の間に撮影された本庄地区 (中央のキは本庄小学校)
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回答例
4.r防 災」を簡単な文督で表現してください。

災書を 「防ぐ」または 「滅らす歴画IJ

具体的な行動が伴わなければ 「防災」とは言いません !
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